
（別紙３）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 30名 （回答者数）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・より一層のバリエーションの充実。

・より効果の高い運動の提供。

・研修の充実。

2
・言葉でのコミュニケーションが必要となるような運動の提

供も併せて行っていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・171伝言ダイヤルの活用。また、保護者も含めた訓練の実

施を行う。

2
・係を設け、2週間に1つ程度の頻度で定期的に情報発信して

いきたい。

3 ・動画共有サービスの導入。

○事業所名 運動療育型児童デイサービスCREDO本宮

○保護者評価実施期間
令和7年2月12日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・活動の様子についての家庭との共有

・現在、面談時に動画と画像を交え、お子さまの事業所での実

際の活動への取り組み等を保護者様に説明している。保護者様

より動画等を面談時だけでなく、いつでも見られると嬉しいと

のお声をいただいていたが、個人情報の取り扱いの件もあり、

検討段階で止まっていた。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・災害時の保護者への連絡手段について
・現在、連絡手段として電話、LINEを想定しているが、緊急

時連絡がつかない可能性が懸念される。

・事業所の情報発信

・現在、YouTube、TikTok、Instagramで情報発信を行って

いるが、ご利用者様以外も家庭で実践できる運動内容等につい

ての情報発信がまだまだ少ないと感じている。

・毎日1時間（学校休業日は1時間×2回）の運動療育の実施

・運動発達等に合わせたプログラム提供。

・安心して取り組める環境設定（スケジュール、活動の動線、

デモンストレーションなどの視覚化）。

・飽きずに楽しんで取り組めるように遊び要素を取り入れる工

夫している。

・その日のご利用者様全員での集団活動の実施

・一人ずつ行なう運動だけでなく、ペアやチーム等、他者と協

同で行ったり意思疎通が必要となったりする運動メニューを意

図的に提供している。

事業所における自己評価総括表公表


